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回 顧 と 展 望
片 山 行 雄
学 会の創立 に際 して幾 度 か発 起人会 が開か れた。愈具 体化の段階 で,最 初 の
役 員 をど うす るか とい う事 にな り,井 島 さん か ら 「今 日来 てい る人達 は有無
をい わさず役 員 になって貰 お うや ないか」 と提 案 があ り,異 議 な し決 定 した。
爾 来23年の歳 月 を経 て,私 は学会 と共 に齢 を重 ねた。会長 を誰 に しょ うかとい
う事 になったので,「 有無 をい わ さず井島 さんにお願い しょう」 とい う私の発
言の通 り決 った が,当 時委 員長 として活躍 された重成基 さん と共 に今 は亡 い。
創立総会 には200名近 くの参加者 があ り,懇 親 会 も今 では想像 も出 来 ない位
盛 大 で,関 西初 の この学会 の発展 を願 う会 員の意識の高 さが くみ取 れた。
創立総 会の折,デ ザ イン学会 とすべ く提案 したが,霜 鳥さんがカ タカナはい
や だ とい うの で其様 に決 った。 「関西」 の名は とれたが,今 尚英語 名 に困っ て
いる。一層の こと東京 と合同 して 日本 デザ イ ン学会支部 とい う事 に しては ど う
か。いつ まで も狭 い地域 に局髄 しては発展 が望 めない。広 い視野 をもつべ きで
あ る。
デザ イ ンは流 動す る現実 の中 での実践 活動 で あり,そ の行 為の評価 は最高類
型 の基準 がな く,デ ザ イ ン学 は前提 がゆれ動 く。 常 に変 貌 す る歴 史 的 社 会 的
経 済的現 実 を基磐 とす るか らだ。 われわれは もっと実践 活動の側 か らの発表 を
望み度 い,論 理構造 に弱 いか らと言 って,現 実 を離 れて論理 はない。論理 は現
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実 の中 にこそ認 め られ るべ きで あ り,パ ネルの発表 も結構 だが,そ れは厳 しい
討 論の場 で あ り度 い もの であ る。実践活動 の側 か らの主題で,企 業の 参加 を求
めてシンポジュームをや り,学会 への協 力 を求 める事 も可能で はない か。
デザ イ ンは今 日的で ある と同時 に,特 に巨大 プロ ジエ ク トに於 ては未 来予側
が なけ れば成 り立たぬ仕事 であ る。学会 自体 も広 い視 野 と展望 をもつべ きで,
若 い研 究者 の活躍 を期 待す るもので あ る。
編輯の側 の要望 に添 えぬ文 章 になったか も しれぬが,回 顧録 では無 意味 と思
い蛇 足,加 えた点,御 海 容 を願 い度 い。
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